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ご 挨 拶 

 

子安 増生  

                            

1988年 4月に京都大学教育学部助教授として母校に

戻って以来 28 年の歳月が経ちました。1997 年に教授

に昇任し、1998 年 4 月の大学院重点化により教育学研

究科教授になりました。大学院重点化時の講座再編に

伴い、所属は教育方法学専攻教育心理学講座から教育

科学専攻教育認知心理学講座に変更になりました。 

1994年 3月から 1995年 1月にかけて文部省在外研究

員（長期）として英国オックスフォード大学実験心理学

部のピーター・ブライアント教授のもとで訪問研究員と

して 9 か月あまりを過ごしました。 

この在外研究員生活の中で最も重要な出来事の一つは、1994 年 7 月にイングランド北部

のシェフィールド大学で開催された「心の理論の理論（Theories of theories of mind）」という

国際シンポジウムに出席したことです。この会議は、哲学と心理学のジョイント・セッシ

ョンであり、ジョゼフ・パーナー、サイモン・バロン＝コーエン、チャーリー・ルイスな

ど、錚々たる研究者が集いました。このシンポジウムが転機になって、帰国後に「心の理

論」の研究を始めることになり、それが私の研究の大きな柱になっています。 

 相互に研究訪問や共同研究をする関係を築いてきたのは、チャーリー・ルイス（英国・

ランカスター大学）、クレア・ヒューズ（英国・ケンブリッジ大学）、マルタ・ヒル＝ラク

ルス（スペイン・サラゴサ大学）、エマニュエル・マナロ（ニュージーランド・オークラン

ド大学）などの先生方です。マナロ先生は、長い交流期間を経て、2014 年 10 月から教育学

研究科の外国人教授に就任しました。 

2007 年から 5 年間、文部科学省のグローバル COE「心が活きる教育のための国際的

拠点」の拠点リーダーを務めました。グローバル COE は、「大学院の教育研究機能を一

層充実・強化し、国際的に卓越した研究基盤の下で世界をリードする創造的な人材育成を

図るため、国際的に卓越した教育研究拠点の形成を重点的に支援」するもので、博士課程
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の大学院生の研究の国際化を推し進める一方、拠点独自の研究として世界 13 カ国 8,122 人

を対象に 7 言語（日、英、独、西、葡、中、韓）を用いて「幸福感の国際比較調査」を

行いました（成果は『心理学評論』55 巻 75-89 頁に掲載）。 

2014 年 4 月から２年間は、教育学研究科長・教育学部長の職責を担いました。教授

会の会議をタブレット端末利用方式に代えたこと（時間効率向上と紙使用量の削減）、

研究科基金を創設したこと、外国人教員 3 名のポストを順次確保してニュージーランド

人、アメリカ人、オランダ人の優れた先生方を採用したこと、部局間国際交流としてイ

ギリス（UCL 教育研究所、ランカスター大学）、ドイツ（ベルリン自由大学、ドルトム

ント工科大学）、デンマーク（コペンハーゲン・ビジネススクール）、中国（北京師範大

学、中国教育科学研究院）、韓国（ソウル大学）などの大学・研究機関との交流を着実

に進めたことなどをその成果に挙げることができます。 

心理学者としての私は、日本心理学会、日本教育心理学会、日本発達心理学会などの

国内学会を中心に活動してきました。日本発達心理学会理事長を 2 期 6 年間務めた後、

現在は日本心理学諸学会連合理事長の 2 期目（通算 3 年目）の職責を担い、2015 年 9

月には公認心理師法という心理職の国家資格制度を実現することに、微力ながら貢献い

たしました。揺籃期にある公認心理師の資格制度を見守り育てることも、今後の私の重

要な課題の一つと考えています。 

4 月から私は、神戸市の私立・甲南大学文学部人間科学科の特任教授に就任します。

任期は 5 年間です。甲南大学の特任教授職は、学科会議への出席と入学試験の仕事以外

には管理運営の業務はなく、研究と教育に専念できる大変恵まれた条件です。今後とも

大学生の教育に携わりつつ、日本の大学の発展、大学人の幸福感向上、子どもの発達支

援などに関して、私にできることをしていきたいと考えています。 

これまでお世話になりましたすべての方々に、ここに心より厚く御礼申し上げますと

共に、今後ともどうぞご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 

なお、教育認知心理学講座の私の個人ページは、2016 年 3 月 31 日をもって更新を終

了しますが、この PDF を含む過去の記録に関わる２つの情報を講座ホームページ「メ

ンバー」に「名誉教授」のバナーを置いて保存させていただきます。 

 

（2016 年 3 月 31 日記）  
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履 歴 書 

 

氏  名   子 安  増 生（こやす ますお） 

生  年   昭和 25 年 11 月  

本 籍 地   京都府 

学歴・職歴等 

  年 月 日          学   歴 

昭和 44 年 4 月 1 日  京都大学教育学部 入学 

昭和 48 年 3 月 24 日  京都大学教育学部 卒業 

昭和 48 年 4 月 1 日  京都大学大学院教育学研究科修士課程 入学 

昭和 50 年 3 月 24 日  京都大学大学院教育学研究科修士課程 修了 

昭和 50 年 4 月 1 日  京都大学大学院教育学研究科博士課程 入学 

昭和 52 年 7 月 31 日  京都大学大学院教育学研究科博士課程 退学 

平成 9 年 3 月 24 日  博士（教育学）；京都大学論教博第 72 号 

          「心のモジュール説による幼児期の〈心の理解〉の研究」 

  年 月 日          職   歴 

昭和 52 年 8 月 1 日  愛知教育大学助手 教育学部 

昭和 57 年 1 月 16 日  愛知教育大学助教授 教育学部 

昭和 63 年 4 月 1 日   京都大学助教授 教育学部 

平成 9 年 12 月 1 日   京都大学教授 教育学部 

平成 10 年 4 月 1 日   京都大学教授 大学院教育学研究科            

平成 14 年 4 月 1 日  京都大学評議員（～平成 16 年 3 月 31 日） 

平成 17 年 4 月 1 日  京都大学教育研究評議員（～平成 25 年 3 月 31 日） 

平成 17 年 10 月 1 日  京都大学教育学研究科副研究科長（～平成 24 年 3 月 31 日） 

平成 23 年 4 月 1 日 放送大学大学院文化科学研究科客員教授（～平成 27 年 3 月 31 日） 

平成 26 年 4 月 1 日  京都大学教育学研究科研究科長・学部長（～平成 28 年 3 月 31 日） 

                     現在に至る 

 

在 外 研 究 

平成 6 年 3 月   文部省在外研究員（長期）として連合王国、アメリカ合衆国へ出張 

～7 年 1 月    

平成 8 年 3 月   文部省在外研究員（海外研究開発動向調査）として連合王国へ出張 

～8 年 5 月    
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                資 格 等 

平成 8 年 12 月 21 日 日本心理学会認定心理士（第 1683 号） 

平成 21 年 4 月 1 日 臨床発達心理士（第 2244 号） 

 

所 属  学  会 

昭和 48 年～    日本心理学会会員 

昭和 51 年～   日本教育心理学会会員 

昭和 54 年～   民主教育協会会員（平成 17 年に IDE 大学協会に名称変更）  

昭和 59 年～ 発達懇話会会員（平成元年に日本発達心理学会に発展的解消） 

昭和 58 年～   日本認知科学会会員 

昭和 63 年～    関西心理学会会員 

平成元年～     日本発達心理学会会員 

平成 18 年～   国際教育学会会員 

平成 19 年～ Jean Piaget Society 会員 

平成 22 年～ SRCD（Society for Research in Child Development）会員 

平成 24 年～ ISSBD (International Society for the Study of Behavioural Development）会員 

学 会 役 員  等 

平成 9 年 4 月  Psychologia 編集長（～平成 15 年 3 月） 

平成 12 年 9 月 日本教育心理学会常任理事（～平成 15 年 8 月） 

平成 13 年 7 月 日本心理学会理事（～平成 16 年 6 月） 

平成 17 年 3 月  日本発達心理学会常任理事（～平成 20 年 3 月） 

平成 17 年 4 月  日本教育心理学会常任理事（～平成 18 年 9 月） 

平成 18 年 11 月  国際教育学会理事（～現在に至る） 

平成 19 年 4 月   大学基準協会大学評価委員会副委員長（～平成 21 年 3 月） 

平成 20 年 4 月  日本発達心理学会理事長（～平成 26 年 3 月；平成 25 年 7 月一般社団法人 

化に伴い代表理事に役職名変更） 

平成 20 年 4 月  臨床発達心理士認定運営機構理事長（～平成 23 年 3 月） 

平成 20 年 4 月  日本心理学諸学会連合理事（平成 21 年 6 月～同監事、平成 22 年 7 月～

同常任理事；～平成 23 年 6 月） 

平成 20 年 10 月  日本学術会議連携会員（～平成 26 年 9 月） 

平成 23 年 6 月  第 31 回国際心理学会議 ICP2016 実行委員（～現在に至る） 

平成 23 年 7 月  日本心理学諸学会連合理事長（～平成 25 年 6 月） 

平成 25 年 4 月  一般財団法人日本心理研修センター副理事長（～現在に至る） 

平成 26 年 4 月  Psychologia Society 会長（～現在に至る） 

平成 27 年 7 月  日本心理学諸学会連合理事長（～現在に至る） 
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社 会 的 貢 献 

NHK 放送文化研究所主宰「“子どもに良い放送”プロジェクト」共同研究者（平成 14 年度～

現在に至る） 

読売新聞大阪本社主宰「よみうり子育て応援団」団員（平成 13 年度～現在に至る） 

読売新聞大阪本社主宰「よみうり子育て応援団大賞」選考委員（平成 19 年度～）及び同選

考委員長（平成 26 年度～現在に至る）． 

 

集 中 講 義 

平成 4 年度 高知大学教育学部 

平成 4 年度 九州大学教育学部 

平成 6 年度 広島大学教育学部 

平成 9 年度 都立大学人文学部 

平成 10 年度 名古屋大学教育学部 

平成 10 年度 東京大学大学院教育学研究科 

平成 11 年度 お茶の水女子大学大学院人間文化研究科客員教授（平成 11 年 10 月 1 日 

～平成 12 年 3 月 31 日)  

平成 12 年度 立命館大学大学院文学研究科 

平成 13 年度 兵庫教育大学大学院教育学研究科 

平成 14 年度 鹿児島大学教育学部 

平成 21 年度   東北大学大学院教育学研究科 

平成 22 年度  人間発達研究所 
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研究業績一覧 

 

１．著 書  

著書－1：子安増生 (1978). 感情と欲求の発達. 堀ノ内敏編著, 『児童心理学』．福村出版，

pp. 100-110. 

著書－2：子安増生 (1980). 個人差と教育. 堀ノ内敏・岩井勇児編著, 『教育心理学』．福村

出版，pp. 37-55.  

著書－3：子安増生 (1980). 個人差の起原－IQ 論争（pp. 73-111）. 遺伝と個人差（pp. 112-137）. 

岩井勇児・子安増生著，『個人差の心理学』．黎明書房.  

著書－4：子安増生 (1980). 子どもとの接しかた（pp. 79-89）. 授業中の子ども（pp. 90-94）. 

岩井勇児編著, 『教育実習ハンドブック』．福村出版.  

著書－5：子安増生 (1981). 論理的思考の形成. 梅本堯夫編著, 『教職心理学講座１ 教育心

理学』．第一法規出版，pp. 101-112. 

著書－6：子安増生 (1981). 人間としての成長．小嶋秀夫・松田惺編，『小学生の心理』．有

斐閣，pp. 129-148.  

著書－7：子安増生 (1982). 大人の論理が分かるまで. 岩井勇児編, 『小学生の心理と教育』．

福村出版，pp. 97-126. 

著書－8：子安増生 (1982). 「前操作的」児童の認知的コンピテンスとパフォーマンス. 天

岩静子編, 『ピアジェ双書５ ピアジェ派心理学の発展 II』．国土社，pp. 59-88.  

著書－9：子安増生 (1983). 現代文化と青年．堀ノ内敏編著, 『青年心理学』．福村出版，pp. 

132-145. 

著書－10：子安増生 (1983). 児童をめぐる教育環境. 末田啓二・那須光章編, 『教職のため

の教育心理学』．学術図書出版社，pp. 24-37.  

著書－11：子安増生 (1983). 進路選択. 井上公大・斉藤稔正編, 『資料で語る青年心理学』． 

pp. 167-182. 

著書－12：子安増生 (1983). 知能. 三宅和夫・村井潤一・波多野誼余夫・高橋惠子編，『波

多野・依田 児童心理学ハンドブック』．金子書房，pp. 366-393.  

著書－13：子安増生 (1984). 心理学の方法. 堀ノ内敏編著, 『心理学〔改訂版〕』．福村出版, 

pp. 26-42. 

著書－14：子安増生 (1985). 形式的推理. 梅本堯夫編, 『教育心理学の展開』．新曜社，pp. 93- 

99.  

著書－15：子安増生 (1987). 青年期の知的活動. 鈴木康平・松田惺編，『現代青年心理学』．

有斐閣，pp. 43-55.  

著書－16：子安増生 (1987). 『幼児にもわかるコンピュータ教育―LOGO プログラミングの
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学習』．福村出版（全 230 ページ）． 

著書－17：子安増生 (1988). 幼児の知能の発達とその検査．前川喜平・三宅和夫編，『別冊

発達 8. 発達検査と発達援助―誕生から 3 歳まで』．ミネルヴァ書房，pp. 206-214. 

著書－18：子安増生 (1990). メタファー研究の方法. 芳賀純・子安増生編, 『メタファーの

心理学』．誠信書房，pp. 33-62.  

著書－19：子安増生 (1992). 教育心理学の課題（pp. 1-27）. 発達過程の理解（pp. 29-51）. 適

応と障害の理解（pp. 53-69）．子安増生・田中俊也・南風原朝和・伊東裕司著, 『ベ

ーシック現代心理学 6 教育心理学』．有斐閣. 

著書－20：子安増生編 (1992). 『キーワードコレクション  発達心理学』．新曜社. 〔「イン

トロダクション」（pp. 2-5），「コーホート分析」（pp. 12-15），「遺伝研究法」（pp. 

40-43），「初期経験」（pp. 54-57），「鏡映書字」（pp. 124-127），「ニュメラシー（計

算能力）」（pp. 146-149），「優秀児」（pp. 158-161），「イニシエーション」（pp. 

172-175），「加齢（老化）」（pp. 202-205），「幸福」（pp. 214-218）の 10 項目担当 〕．  

著書－21：子安増生 (1992). 知能．東洋・繁多進・田島信編，『発達心理学ハンドブック』．

福村出版，pp. 603-617. 

著書－22：子安増生・菊池聡 (1992). 多重知能テスト―あなたの脳をテストする. 矢沢サイ

エンスオフィス編, 『最新科学論シリーズ 20  最新脳機械論』．学習研究社, pp. 

115-128.  

著書－23：子安増生 (1993). 問題解決・推理の発達. 湯川良三編, 『新・児童心理学講座 4 知

的機能の発達』．金子書房，pp. 128-164. 

著書－24：子安増生 (1993). 16 ビット CPU 搭載テレビゲームが小学生の認知発達に及ぼす

影響のアセスメント調査．財団法人佐藤玩具文化財団，『教育者・研究者のため

の遊び・おもちゃに関する研究集 1―奨励研究成果集』．pp. 112-124. 

著書－25：子安増生 (1993). 教室での学習過程. 小嶋秀夫編, 『新・教職教養シリーズ第 6

巻 発達と学習』．協同出版，pp. 127-145.  

著書－26：子安増生 (1993). ピアジェ課題. 無藤隆編, 『別冊発達 15  現代発達心理学入門』．

ミネルヴァ書房，pp. 170-180.  

著書－27：子安増生 (1994). 子どもの個性を生かすニューメディア．子安増生・山田冨美

雄編，『ニューメディア時代の子どもたち』．有斐閣，pp. 2-28. 

著書－28：子安増生 (1994). メディアと認知発達. 原島博・広瀬通孝・下條信輔編, 『bit 別

冊仮想現実学への序曲』．共立出版，pp. 158-165.  

著書－29：子安増生 (1995). 知能. 白樫三四郎編，『現代心理学への招待』．ミネルヴァ書房，

pp. 102-117.  

著書－30：子安増生 (1996). 『生涯発達心理学のすすめ―人生の四季を考える』．有斐閣（全

215 ページ）． 

著書－31：子安増生 (1996). 認知の発達．大村彰道編，『教育心理学 I 発達と学習指導の
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機づけと動機づけ方略の相互関係―．日本教育心理学会第 56 回総会，p. 700. 

発表－192（2014. 11. 神戸国際会議場）：川口秀樹・後藤崇志・市村賢士郎・楠見孝・子安

増生 (2014). 総合評価ツールを用いた中高生の学習の縦断的検討 (2) ―テスト成

績に及ぼす学習方略と学習志向性の影響―．日本教育心理学会第 56 回総会，p. 701. 

発表－193（2014. 11. 神戸国際会議場）：野崎優樹・子安増生 (2014). 日本語版 Profile of 

Emotional Competence 作成の試み (2) ―基準関連妥当性と増分妥当性の検証―．日

本教育心理学会第 56 回総会，p. 891. 

発表－194（2015. 3. ブールス・ファン・ベルラーヘ，オランダ）：Koyasu, M. (2015). Develop- 

ment of a demographic literacy test for university students. Poster presented at the 

International Convention of Psychological Science. 12-14 March, Beurs van Berlage, 

Amsterdam, the Netherlands  

発表－195（2015. 3. 東京大学）：子安増生・郷式徹 (2015). 児童における文字・図形模写の

発達に及ぼすメディアの影響 (2). 日本発達心理学会第 26 回大会論文集, P-060  

発表－196（2015. 3. 東京大学）：米田英嗣・小山内秀和・柳岡開地・子安増生・楠見孝 (2015). 

自閉症スペクトラム児による善悪判断における特性と意図の効果. 日本発達心理

学会第 26 回大会論文集， P-056. 
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発表－197（2015. 3. 東京大学）：日本発達心理学会国際研究交流委員会企画シンポジウム「生

涯にわたる心の理論の発達 Lifespan development of theory of mind」指定討論者. 日

本発達心理学会第 26 回大会論文集，BS3.  

発表－198（2015. 7. ミラノ・ビコッカ大学，イタリア）：Koyasu, M., & Goshiki, T. (2015). A 

longitudinal study of copying complex Chinese letters and figures in elementary school 

children. The 14th European Congress of Psychology. 7-10 July, the University of Milano- 

Bicocca, Milan, Italy. 

発表－199（2015. 7. ロンドン・ウェスタン大学，カナダ）：Nozaki, Y., & Koyasu, M. (2015). The 

location of emotional competence in the multiple intelligences theory seen from lay- 

persons. The International Society for the Study of Individual Differences, July 27-31, 

Western University, London, Canada. 

発表－200（2015. 8. 朱鷺メッセ）：野崎優樹・子安増生 (2015). 非専門家から見た多重知能

理論内での情動コンピテンスの位置 (1) ―社会での重要性の観点から―. 日本教

育心理学会第 57 回総会，p. 167.  

発表－201（2015. 9. ミーニョ大学，ポルトガル）：Koyasu, M., & Goshiki, T. (2015). Effects of 

media exposure on the development of copying complex Chinese letters and figures in 

elementary school children II. Poster presented at the 17th European Association of 

Developmental Psychology Biennial Conference. September 8-12, University of Minho, 

Braga, Portugal. 

発表－202（2015. 9. マンチェスター・パレス・ホテル，英国）：Furumi, B., & Koyasu, M. (2015). 

Japanese preschoolers’ understanding of false belief: From ordinary character to extra- 

ordinary character. Poster presented at the BPS Developmental Section & Social Section 

Annual Conference 2015. 9-11 September, The Palace Hotel, Manchester, England.  

発表－203（2015. 9. マンチェスター・パレス・ホテル，英国）：Komeda, H., Osanai, H., anaoka, 

K., Koyasu, M. & Kusumi, T. (2015). Moral judgments by children with autism spectrum 

disorders in late childhood. Poster presented at the BPS Devlopmental Section & Social 

Section Annual Conference 2015. 9-11 September, The Palace Hotel, Manchester, 

England.   

発表－204（2015. 9. 名古屋国際会議場）：古見文一・子安増生 (2015). ロールプレイがマイ

ンドリーディングに及ぼす効果の転移．日本心理学会第 79 回大会論文集，L (2). 

発表－205（2015. 9. 名古屋国際会議場）：溝川藍・子安増生 (2015). 青年・成人期における

他者理解と共感性：道徳判断との関連．日本心理学会第 79 回大会論文集，p. 961. 

発表－206（2015. 9. 名古屋国際会議場）：小講演：古見文一「ロールプレイがマインドリー

ディングに及ぼす効果の発達心理学的検討」．司会者．日本心理学会第 79 回大会

論文集，p. 595. 

発表－207（2015. 9. 名古屋国際会議場）：野崎優樹・子安増生 (2015). 非専門家から見た多
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重知能理論内での情動コンピテンスの位置 (2) ―能力の自己評定の観点から―．日

本心理学会第 79 回大会論文集，p. 25. 

 

７．講 演 

講演－1（2001. 4. 22. 東京都・早稲田大学国際会議場）：子安増生 (2001). 日本赤ちゃん学

会特別講演：＜心の理論＞の発達―幼児期の心の理解の豊かさをさぐる． 

講演－2（2002. 3. 15. 犬山市・京都大学霊長類研究所）：子安増生 (2001). 第 32 回ホミニゼ

ーション研究会『知性の進化』講演：「心の理論」と知性の進化・発達． 

講演－3（2002. 6. 23. 大阪市・サントリー不易流行研究所）：子安増生 (2002). 講演：「心の

理論」の発達―多重知能理論からみた教育・文化・社会． 

講演－4（2003. 3. 5. 京都市・川西幼稚園）：子安増生 (2002). 保護者対象講演：子どもが「心」

に出会うとき． 

講演－5（2003. 6. 27. 京都市・堀川高校）：子安増生 (2003). 高校生対象講演：京都大学教

育学部で心理学を学ぶ． 

講演－6（2003. 8. 10. 大阪市・大阪府立女性総合センター）：子安増生 (2003). ママ・パパ

応援シンポジウム すくすく子育てトークライブ 子どもは「心の理解」をど

う発達させていくのか． 

講演－7（2003. 8. 26. 和光市・本田技術研究所）：子安増生 (2003). ホンダヒューマンフォ

ーラム―人に学ぶ― 講演：ロボットと心の理論―逆チューリングテストは可能

か？ 

講演－8（2003. 9. 17. 京都市・川西幼稚園）：子安増生 (2003). 教職員研修講義：からだ、

ことば、こころ． 

講演－9（2003. 10. 25. 京都市・堀川高校）：子安増生 (2003). 生徒対象講演：心を理解する

心の科学―心の教育に向けて． 

講演－10（2003. 11. 30. 東大阪市・大阪樟蔭女子大学）：子安増生 (2003). 日本乳幼児教育

学会企画シンポジウム「子どもの共感はいかに育つか」：心の理論と共感の発達． 

講演－11（2004. 4. 22. 京都市・京都カトリック信愛幼稚園）：子安増生 (2004). 保護者対象

講演：子どもの心が見えますか？ 

講演－12（2004. 4. 25. 京都大学）Koyasu, M. (2004). Young children’s development of under- 

standing other’s mind. Presented at Kyoto-Michigan Collaboration in Psychology: The 

2nd Symposium “Self and Society.” April 25, Kyoto University, Japan. 

講演－13（2004. 6. 26. 京都市・堀川高校）：子安増生 (2004). 生徒対象講演：心を理解する

心の科学―心の教育に向けて． 

講演－14（2006. 10. 6. 名古屋市・愛知教育大学附属名古屋中学校）：子安増生 (2006). 第 49

回教育研究発表会・講演会：子どもの豊かな知性を拓く授業―多重知能理論か
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ら考える―． 

講演－15（2006. 10. 10. 名古屋市・ドルトンスクール名古屋）：子安増生 (2006). 講演：幼

児の「心の理論」の発達―心が見えますか？ 

講演－16（2006. 10. 26. ランカスター大学，英国）：Koyasu, M. (2004). Young children’s 

development of understanding others’ mind: From perspective- taking to theory of mind. 

Paper presented at the Lancaster-Kyoto Joint International Symposia. 26 October, 

Lancaster University, England. 

講演－17（2006. 11. 14. 大阪市幼児教育センター）：子安増生 (2006). 講演：幼児期の「心

の理解」の発達． 

講演－18（2007. 3. 1. & 6. サラゴサ大学，スペイン）：Koyasu, M. (2007). Young children’s 

development of understanding other’s mind. Invited lecture series at the University of 

Zaragoza, March 1 and 6, Zaragoza, Spain. 

講演－19（2007. 5. 14. 京都大学百周年時計台記念館大ホール）：子安増生 (2007). 京都大学

春秋講義 メインテーマ「こども」：子どもが心を理解するとき． 

講演－20（2007. 5. 19. 吹田市・大阪学院大学）：子安増生 (2007). 日本感情心理学会第 15

回大会・オムニバス講演「進化と発達から感情を考える」：子どもの他者理解の

発達―感情の理解と表出． 

講演－21（2007. 8. 9. 名古屋市・産業技術記念館）：子安増生 (2007). コンポン研究所講演：

心の理論の発達． 

講演－22（2007. 9. 2. 瀬戸市・健康保険センターやすらぎ会館）：子安増生 (2007). 瀬戸市

保育園職員自主研修会講演：「心の理論」の発達からみた異年齢保育． 

講演－23（2007. 10. 16. 大阪市・大阪市立こども文化センター）：子安増生 (2007). 講演：

子どもが心を理解するとき． 

講演－24（2007. 10. 20. 京都大学総合博物館）：子安増生 (2007). 講演：三つ子の魂、どん

な魂？―幼児期の心の発達をさぐる． 

講演－25（2007. 11. 21. 大阪市・大阪市幼児教育センター）：子安増生 (2007). 講演：幼児

の心が活きる教育． 

講演－26（2007. 12. 6. 京都大学）：Koyasu, M. (2007). Toward a unified theory of young children’s 

development of understanding others’ mind. Presented at the International Symposium 

on Executive Function in the Mind. December 6, Kyoto University, Japan. 

講演－27（2008. 4. 23. 京都市・京都カトリック信愛幼稚園）：子安増生 (2007). 保護者対象

講演：子どもの心が見えますか？ 

講演－28（2008. 5. 31. 東京都・津田塾大学言語文化研究所）：子安増生 (2008). 講演：メタ

ファー理解と「心の理論」の発達． 

講演－29（2008. 9. 10. 東京都・フロラシオン青山）：子安増生 (2008). 文部科学省初等中等

教育局児童生徒課 子どもの徳育に関する懇談会（第 2 回）：子どもは 「心の
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理解」をどう発達させていくのか． 

講演－30（2008. 10. 23. 神戸市・甲南女子大学）：子安増生 (2008). 甲南女子大学「子ども

学」講演会：三つ子の魂、どんな魂？ ―幼児期の心の発達をさぐる  

講演－31（2009. 2. 10. 大阪市・大阪家庭裁判所）：子安増生 (2009). 講演：心を読めない子

どもたち―心の理解の発達と障害― 

講演－32（2009. 10. 21. 京都市・京都ガーデンパレス）：子安増生 (2009). 第 2 回学力調査

活用アクションプラン推進協議会講演：認知心理学から学習意欲を考える． 

講演－33（2009. 10. 29. 京都市・ウェスティン都ホテル京都）：子安増生 (2009). 第 73 回全

国学校歯科保健研究大会講演：「はぐくむ」を考える―心理学からのアプローチ． 

講演－34（2009. 11. 22. 神戸市・神戸国際会議場）：子安増生 (2009). 国際シンポジウム デ

ータアーカイブと学術研究・政策推進・事業利用のための国際協力 ―わが国初

の教育データアーカイブの船出によせて―「ディスカッション I データアーカ

イブと学術研究」：長期縦断研究のデータアーカイブ公開の意義． 

講演－35（2009. 11. 29. 都城市・都城西中学校）：子安増生 (2009). 保護者対象講演：子ど

もの心の発達の理解―自立する子を育てるために． 

講演－36（2010. 1. 20. サラゴサ大学，スペイン）：Koyasu, M. (2010). A unified theory of 

understanding the mind in young children. Invited talk at the University of Zaragoza. 

January 20, Zaragoza, Spain. 

講演－37（2010. 1. 21. サラゴサ大学，スペイン）：Koyasu, M. (2010). Influences of optimism- 

pessimism and positive orientations on the sense of happiness. Invited talk at the 

University of Zaragoza. January 21, Zaragoza, Spain. 

講演－38（2010. 3. 2. 京都市・京都テルサ）：子安増生 (2010). 学力調査活用アクションプ

ラン推進事業講演：学力の基盤としての生活習慣･学習環境に関わる課題と取組

の方向． 

講演－39（2010. 10. 14. 大津市・大津家庭裁判所）：子安増生 (2010). 大津家庭裁判所講演：

心を読めない子どもたち－心の理解の発達と障害． 

講演－40（2010. 11. 28. 大阪市・梅田 ACT III）：子安増生 (2010). 日本心理学諸学会連合主

催公開シンポジウム 『心理学と現代社会』講演：心理学と心理学界． 

講演－41（2011. 7. 16. 京都市・京都光華女子大学）：子安増生 (2011). 保育子育てアドバイ

ザー資格講習会：「子育て発達心理学」三つ子の魂、どんな魂？―幼児期の心の

発達をさぐる． 

講演－42（2011. 7. 22. 大津市・大津家庭裁判所）：子安増生 (2011). 大津家庭裁判所講演：

三つ子の魂、どんな魂？―幼児期の心の発達をさぐる． 

講演－43（2011. 10. 8. 東京都・明治学院大学白金校舎）：子安増生 (2011). 明治学院大学心

理学部 教育 GP 記念シンポジウム：発達心理学から見た心理支援論． 

講演－44（2011. 11. 25. ランカスター大学，英国）：Koyasu, M. & Goushiki, T. (2011). Effects of 
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media exposure on executive function and “theory of mind” in seven- and eight-year old 

elementary school children: From a Japanese longitudinal follow-up study. Paper 

presented at the third Lancaster-Kyoto Joint International Symposium, 25 November, 

Lancaster University, England. 

講演－45（2012. 3. 23. ハワイ大学マノア校，アメリカ）：Koyasu, M. (2012). Young children’s 

development of understanding self, other, and language. Invited talk at University of 

Hawaii at Mānoa. March 23, Honolulu, USA. 

講演－46（2012. 5. 26. 京都市・アピカルイン京都）：子安増生 (2011). 京都家庭裁判所調査

官協議会研究集会講演：子どもの発達を理解するために―「心の理論」の周辺． 

講演－47（2012. 6. 16. 東京都・昭和女子大学）：子安増生 (2012). 学生対象講演：心の理論

の発達． 

講演－48（2012. 7. 23. 京都大学教育学研究科）：子安増生 (2012). 高槻高等学校生徒対象講

演：心を理解する心の科学―心の教育に向けて． 

講演－49（2012. 8. 3. 京都大学教育学研究科）：子安増生 (2012). 和歌山県新宮高校生徒対

象講演：心を理解する心の科学―高校生のための心理学入門． 

講演－50（2012. 8. 7. 大津市・全国市町村国際文化研修所）：子安増生 (2012). 平成 24 年度

政策実務系研修「子育て支援と保育行政」講演：気になる子どもへの接し方． 

講演－51（2012. 8. 20. 京都大学教育学研究科）：子安増生 (2012). 和歌山県橋本高校生徒対

象講演：心を理解する心の科学―高校生のための心理学入門． 

講演－52（2012. 9. 8. 京都市・京都光華女子大学）：子安増生 (2012). 保育子育てアドバイ

ザー資格講習会：子育て発達心理学． 

講演－53（2012. 10. 3. ザルツブルグ大学，オーストリア）：Koyasu, M. (2012). A unified theory 

of understanding another’s mind in young children. Invited talk at the University of 

Salzburg. October 3, Salzburg, Austria. 

講演－54（2012. 10. 19. 新潟市・ANA クラウンプラザ新潟芙蓉の間）：子安増生 (2012). 第

57 回全国肢体不自由児療育研究大会公開講座講演：心の理論と実行機能―定型

発達と自閉症スペクトラム． 

講演－55（2012. 11. 22. 高槻市・高槻中学校）：子安増生 (2012). 生徒対象講演：これから

伸ばす力は何か―多重知能理論から考える． 

講演－56（2012. 12. 13. ドレスデン工科大学，ドイツ）：Koyasu, M. (2012). A cross-national 

study on happiness: Data for thirteen countries. Invited talk at the Technical University 

of Dresden. December 13, Dresden, Germany. 

講演－57（2013. 1. 21. 京都市・京都リサーチパーク KISTEC）：子安増生 (2013). 第１回産

学デザインシンポジウム講演：認知と行動のデザイン―心理学からのアプロー

チ． 

講演－58（2013. 1. 31. 京都市・総合教育センター）：子安増生 (2013). 京都市総合支援学校
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教育研究会講演：心とコミュニケーションの発達． 

講演－59（2013. 2. 27. 東京都・京都大学品川オフィス）：子安増生 (2013). 東京で学ぶ 京

大の知 シリーズ 10「教育を考える」講演：三つ子の魂、どんな魂？―幼児期

の心の発達を探る． 

講演－60（2013. 6. 18. 広島市・まちづくり市民交流プラザ）：子安増生 (2013). 平成 25 年

度園長等運営管理協議会講演：幼児期の規範意識の芽生え． 

講演－61（2013. 9. 14. 京都市・京都光華女子大学）：子安増生 (2013). 保育子育てアドバイ

ザー資格講習会：子育て発達心理学． 

講演－62（2014. 11. 29. 京都大学医学部臨床第一講堂）：子安増生 (2015). 「心の理論」の

定型発達と非定型発達．第 6 回 DDSK (Developmental Disabilities Supports in 

Kyoto) ～発達障がいを考える～． 

講演－63（2015. 7. 25. 京都市・同志社大学今出川キャンパス至誠館 3F会議室）：子安増生 

(2015). 講演：心の理論、共感性、満足の遅延―知情意の発達の実験心理学．日

本発達心理学会関西地区懇話会例会． 

講演－64（2015. 8. 23. 京都大学吉田キャンパス人間・環境学研究科 B23）：子安増生 (2015). 

講演：知力を測る―多重知能理論への道．全国スクールリーダー育成研修 E. 

Forum2015． 

講演－65（2015. 11. 8. 摂津市・大阪人間科学大学庄屋学舎）：子安増生 (2015). 「心の理論」

の発達とその意義．一般財団法人日本心理研修センター平成 27 年度秋季研修会

「自閉症スペクトラム障害への発達論的アプローチの新動向 (6) 心の理論の発

達とその障害・支援」． 

講演－66（2016. 3. 20. 東京都・日本学術会議講堂）：子安増生 (2016). 日本心理学諸学会連

合の活動と公認心理師の未来．日本学術会議心理学・教育学委員会「社会のた

めの心理学分科会」主催公開シンポジウム「人間理解を支える心理学としての

社会貢献：公認心理師資格を考える」． 

講演－67（2016. 3. 25. 京都大学百周年時計台記念館大ホール）：子安増生 (2016). [最終講義]

心のデザイン：発達心理学的アプローチ．京都大学デザイン学大学院シンポジ

ウム． 

 

８．交付研究費 

交付研究費－1（昭和 56 年度）：子安増生（研究代表者）科学研究費・奨励研究（A）：「幼

児の脱中心化に及ぼす VTR による自己フィードバックと観察学習の効果」 

交付研究費－2（昭和 58 年度）：子安増生（研究代表者）科学研究費・奨励研究（A）：「知

能検査のコンピュータ化に関する基礎開発的研究」 

交付研究費－3（昭和 59 年度）：子安増生（研究代表者）科学研究費・奨励研究（A）：「幼
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児の速度認知に関する野外実験的研究」 

交付研究費－4（昭和 60 年度）：子安増生（研究代表者）科学研究費・奨励研究（A）：「子

どものコンピュータ・リテラシーの発達過程に関する研究」 

交付研究費－5（昭和 61 年度）：子安増生（研究代表者）科学研究費・奨励研究（A）：「ビ

デオ・フィードバック技法による幼児の左右認識の脱中心化過程の研究」 

交付研究費－6（昭和 62 年度）：今栄国晴（研究代表者）科学研究費・一般研究（B）：「コ

ンピュータ・リテラシの構造の分析とカリキュラム開発」 

交付研究費－7（昭和 63 年度）：坂野登（研究代表者）科学研究費・総合研究（A）：「知能・

人格診断のための神経心理学テスト・バッテリーの開発」 

交付研究費－8（平成元年度）：河合隼雄（研究代表者）特定研究：「時－空間の体験とその

認識に関する心理学的研究」 

交付研究費－9（平成元年度）：子安増生（研究代表者）吉田秀雄記念事業財団助成研究：「テ

レビのコマーシャル・フィルムにおけるメタファー表現の認知心理学的研究」 

交付研究費－10（平成 2 年度）：子安増生（研究代表者）科学研究費・一般研究（C）：「空

間関係の認知に及ぼす映像情報の提示様式の効果に関する研究」 

交付研究費－11（平成 2 年度）：子安増生（研究代表者）佐藤玩具文化財団奨励金：「16 ビ

ット CPU 搭載テレビゲームが小学生の認知発達に及ぼす影響のアセスメント調

査」 

交付研究費－12（平成 2～4 年度）：柴野昌山（研究代表者）科学研究費・一般研究（B）：「国

際化社会の中でのナショナル・アイデンティティーの形成過程の研究」 

交付研究費－13（平成 3 年度）：子安増生（研究代表者）科学研究費・一般研究（C）：「子

どもの描画における表現及び解析技法のコンピュータ化に関する基礎開発的研

究」 

交付研究費－14（平成 4 年度）：岡田渥美（研究代表者）教育研究学内特別経費：「大学教

育における教養教育（高度一般教育）の位置」 

交付研究費－15（平成 4 年度）：皇紀夫（研究代表者）教育研究学内特別経費：「大学教授

法の開発研究」 

交付研究費－16（平成 5，7～8 年度）：小嶋祥三（研究代表者）科学研究費・重点領域研究：

「認知・言語の成立」〈環境との交互作用の発達〉班〔班長・久保田競〕      

［平成６年度は在外研究のため不参加］ 

交付研究費－17（平成 7 年度）：子安増生（研究代表者）教育研究学内特別経費：「ティー

チング・アシスタント（TA）制度の現状と将来像に関する実証的研究」 

交付研究費－18（平成 7 年度）：坂野登（研究代表者）特定研究：「個性認識における多重

感覚様相的機構に関する心理学的研究」 

交付研究費－19（平成 9～11 年度）：子安増生（研究代表者）科学研究費・重点領域研究（研

究代表者・桐谷滋）「心の発達」：公募研究「幼児期の〈他者の心〉のインタラ
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クティヴな理解の発達」 

交付研究費－20（平成 9～12 年度）：桐谷滋（研究代表者）特定領域研究（A）：「心の発達・

認知的成長の機構」 

交付研究費－21（平成 11～13 年度）：子安増生（研究代表者）科学研究費・基盤研究（B）：

「創発的思考における再帰とアナロジーの機構の認知心理学的研究」 

交付研究費－22（平成 13 年度）：子安増生（研究代表者）科学研究費・萌芽的研究：「かし

こい市民を育むための経済学教育に関する心理学的研究」 

交付研究費－23（平成 13～14 年度）：坂元昂（研究代表者）特定領域研究：「高等教育改革

に資するマルチメディアの高度利用に関する研究」 

交付研究費－24（平成 14～17 年度）：子安増生（研究代表者）科学研究費・基盤研究（B）：

「かしこい市民を育む経済学教育の展開とその教育心理学的評価」 

交付研究費－25（平成 14～18 年度）：西田豊明（研究代表者）学術創成研究：「人間同士の

自然なコミュニケーションを支援する知能メディア技術」 

交付研究費－26（平成 14～18 年度）：藤田和生（研究代表者）「21 世紀 COE プログラム」

研究拠点形成費補助金：「心の働きの総合的研究教育拠点」 

交付研究費－27（平成 15～17 年度）：子安増生（研究代表者）科学研究費・萌芽研究：「痛

みの認知・表現・推測に関する認知科学的アプローチ」 

交付研究費－28（平成 18～21 年度）：子安増生（研究代表者）科学研究費・基盤研究（B）：

「「心の理論」の獲得と実行機能の発達」 

交付研究費－29（平成 18～21 年度）：楠見孝（研究代表者）科学研究費・基盤研究（B）：「批

判的思考の認知的基礎と教育実践」 

交付研究費－30（平成 19～23 年度）：子安増生（研究代表者）「グローバル COE プログラ

ム」研究拠点形成費補助金：「心が活きる教育のための国際的拠点」 

交付研究費－31（平成 21～23 年度）：子安増生（研究代表者）科学研究費・挑戦的萌芽研

究：「「心の理論」の獲得とプラグマティックな言語理解の発達」 

交付研究費－32（平成 23～27 年度）：楠見孝（研究代表者）科学研究費・基盤研究（A）：「21

世紀市民のための高次リテラシーと批判的思考力のアセスメントと育成」 

交付研究費－33（平成 25～27 年度）：エマニュエル・マナロ（研究代表者）科学研究費・

挑戦的萌芽研究：「批判的評価能力と高次の心の理論および認知コストとの関連」 

交付研究費－34（平成 27～30 年度）：エマニュエル・マナロ（研究代表者）科学研究費・

基盤研究（A）：「Understanding, measuring, and promoting crucial 21st century skills: 

Global communication, deep learning, and critical thinking competencies」 

 

                                    〔以 上〕 


